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平 成
29 年

「福祉みやぎ」は宮城県社協のホームページでもご覧になれます。
また、ご意見、ご感想、とりあげて欲しいテーマなどをお寄せく
ださい。表紙の作品も募集しています。

せんだい若者
サポートステーション

せんだい若者サポートステーション（サポステ）は、現
在お仕事をしていない方（15歳～39歳）が働くための準
備をする場所です。長年にわたり、不登校、引きこもり問
題に取り組んできたNPO法人「わたげの会」が母体となり、
平成19年5月より運営しております。「仕事が長く続かな
い」「面接で何を話したらいいんだろう」「どんな仕事が合
っているのかわからない」「職場の人間関係が不安」「働い
ていく自信がない」などの思いに寄り添って、相談から就
職サポートまで全面的にバックアップいたします。

1   受付 ： サポステを利用するには、電話でご予約をお願い
します。

2    初回面談 ： 実際にお話を聞いて、登録（無料）の手続き
をしていただきます。

3   個別面談 ： これからについて一緒に考えていきます（面
談は必要に応じて随時行います）。

4   各種プログラム ：就活、パソコン、ビジネスマナー、コ
ミュニケーションなどの講座と、就業体験（合宿を含む
ものもあります）やボランティア活動など様々です。

5   就職決定 ： ハローワークなど様々な機関と連携し、就活
をしっかりサポートしていきます。

6   定着支援・ステップアップ相談 ：就職してからの働く悩
みや、仕事のステップアップに関する相談にも対応ます。

キャリアコンサルタントや臨床心理士が、じっくり時間
をかけた面談を実施。

必要な経験やスキルを明らかにし、今後のサポート内容
を決定していきます。

サポステは、様々な悩みを解決できる環境が整っています。
一緒に仕事への第一歩を踏み出してみませんか。

せんだい若者サポートステーション
〒983-0852　仙台市宮城野区榴ヶ岡4-4-10国伊ビル4F
OPEN　10：00～17：00
　　　　月曜日から金曜日（土日・祝祭日・年末年始を除く）
TEL　　 022-385-5284　/ FAX　022-385-5298

新しい貸付制度が始まりました！

当団体の活動紹介

活動、取組みの紹介

日々の活動を通して感じることや伝えたい思いなど

　宮城県社会福祉協議会では、保育士の養成や児童養護施設退所者またはひとり親家庭の自立に向けた貸付を行います。
⇒いずれの貸付制度も対象者からの申請後、審査を行い貸付を決定します。今回は今年度より新しく始まった４つの制度につ
いてご案内致します。

　  保育士修学資金貸付事業
　県内の保育士の確保を図ることを目的に、指定保育士養
成施設に在学する方で保育士資格の取得を目指し、卒業後
は宮城県内の保育所等で保育士として就業することを目指
す学生に対して修学に必要な資金の貸付を行います。

　  保育士再就職準備金貸付事業
　県内の保育士の確保を図ることを目的に、保育士資格を
有し、保育士として勤務していない方の再就職支援を図る
ため、再就職の準備に必要な費用の貸付をおこないます。

　  児童養護施設退所者等に対する自立支援貸付事業
　児童養護施設に入所中、または退所した方、里親等に委託
中、または委託を解除された方の円滑な自立を支援するため
に、生活に必要な資金や就職に有利な資格の取得に必要な資
金の貸付を行います。

　  ひとり親家庭高等就職訓練促進資金貸付事業　
　高等職業訓練促進給付金を活用して養成機関に在学し、就
職に有利な資格の取得を目指すひとり親家庭の親である方の
自立の促進を図ることを目的に職業訓練のための資金の貸付
を行います。（仙台市以外に住民登録をしている方が対象と
なります。）
※ 詳細については、本会ホームページの「保育士等貸付事業」

を御覧下さい。
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宮城県社会福祉協議会

地域福祉部
総合相談課　貸付事業担当
電話番号:022-399-8844

お問い合わせ先



「福祉みやぎ」は、全ページの下部隅に「ＳＰコード」を入れています。これを専用の読み取り装置「スピーチオ」に通すと、
紙面に印刷された活字の情報を音声で聞くことができます。高齢者や視覚障害者の方の情報手段として有効です。

特  集
に
寄
り
添
う
支
援
活
動
が
中
心
で
し
た
。

現
在
は
、
そ
れ
に
加
え
、
長
期
化
す
る
避

難
生
活
を
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
乗
り

越
え
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
が
大

き
な
役
割
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
に
も
増
し
て
、
行
政
区
長
、
民
生

児
童
委
員
、
自
治
会
長
、
地
元
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
婦
人
会
等
々
と
の
連
携
及

び
地
域
住
民
の
参
加
が
大
切
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
も
と
の
生
活
を
取
り
戻
す
為

に
は
、
被
災
者
支
援
の
先
に
あ
る
地
域
福

祉
を
見
据
え
た
支
援
の
展
開
が
必
要
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

応
急
仮
設
住
宅
か
ら
災
害
公
営
住
宅
へ

と
生
活
の
場
を
移
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
こ

れ
ま
で
の
生
活
環
境
と
は
大
き
く
異
な
る

中
で
の
暮
ら
し
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
地

域
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
資
源
と
の
協

働
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は
、
こ

の
時
期
の
被
災
地
に
お
け
る
最
大
の
課
題

と
言
え
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
被
災
13
市
町

で
は
、
3
3
5
名
も
の
生
活
支
援
員
を
充

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
向
け
た
活
動

を
強
め
て
い
ま
す
。
更
に
、
南
三
陸
町
で

は
、
滞
在
型
支
援
員
と
し
て
活
躍
し
た
高

齢
者
等
が
、
そ
の
役
割
を
終
え
た
後
に
も

町
の
役
に
立
ち
た
い
と「
ほ
っ
と
バ
ン
ク
」

に
登
録
し
、
1
0
0
名
近
く
が
自
主
的
に

見
守
り
活
動
や
お
茶
会
な
ど
の
サ
ロ
ン
活

動
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

東
松
島
市
で
は
、
被
災
者
支
援
で
も
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
民
生
児
童
委
員
の

な
り
手
が
少
な
い
現
状
か
ら
、
民
生
児
童

委
員
の
活
動
を
支
え
る
応
援
団
を
組
織
し

て
、
民
生
児
童
委
員
の
過
重
な
負
担
を
い

く
ら
か
で
も
軽
減
し
よ
う
と
い
う
活
動
が

広
ま
っ
て
い
ま
す
。
石
巻
市
で
は
、
13
名

の
C
S
C
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
を
市
内
全

域
に
配
置
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
被

災
市
町
で
も
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
方
、こ
の
よ
う
な
数
字
も
あ
り
ま
す
。

誰
に
も
看
取
ら
れ
ず
に
亡
く
な
る
孤
独
死

は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年
間
の
被
災

3
県
で
1
8
8
人
に
上
り
、
阪
神
淡
路
大

震
災
時
の
2
3
3
人
と
比
較
し
て
大
差
は

な
い
の
で
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、

そ
の
後
も
孤
独
死
が
続
き
、
平
成
12
年
か

ら
平
成
28
年
迄
の
累
計
は
9
6
2
人
に
も

な
り
ま
す
（
毎
日
新
聞
平
成
29
年
1
月
13

日
）。
私
た
ち
は
、
阪
神
淡
路
の
教
訓
を

活
か
し
、
同
じ
轍
（
て
つ
）
を
踏
ま
な
い

努
力
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
回
避
す
る
た
め
に

は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
共
に
支
え
合
う

互
助
・
共
助
意
識
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
は
、
被
災
者
支
援
に
限
っ
た
こ
と

で
は
な
く
、
身
近
な
所
で
日
常
的
な
他
者

と
の
関
わ
り
の
中
で
も
必
要
で
す
。
共
に

支
え
共
に
助
け
合
う
社
会
に
向
け
て
キ
ー

と
な
る
の
は
、
当
事
者
を
思
い
や
り
、
他

人
事
と
し
て
で
は
な
く
、
社
会
の
問
題
と

し
て
捉
え
る
感
覚（「
他
者
感
覚
」）で
す
。

我
々
一
人
ひ
と
り
が
直
接
的
、
間
接
的
に

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
と
向
き
合
う
た

め
に
は
、
他
人
事
に
し
な
い
他
者
感
覚
と

い
う
社
会
的
想
像
力
を
研
ぎ
澄
ま
す
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
さ
ま
の
社
会
を
構

築
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
社
会
的
想
像
力

を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

被
災
地
の
当
事
者
と
し
て
、
風
化
と
い

う
言
葉
は
、
傷
口
に
塩
を
す
り
込
ま
れ
る

よ
う
に
痛
く
突
き
刺
さ
り
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
で
は
、
震
災
か
ら
約
10
ヶ
月
で
東

北
の
被
災
3
県
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
、
ピ
ー
ク
時
の
10
分
の
1
ま
で
減
少

し
、「
震
災
の
風
化
が
進
ん
で
い
る
」
と

危
機
感
を
募
ら
せ
ま
し
た
（
朝
日
新
聞
平

成
24
年
1
月
13
日
）。
そ
の
時
か
ら
更
に

5
年
が
過
ぎ
、
風
化
と
い
う
言
葉
さ
え
も

聞
か
れ
な
く
な
り
、
震
災
が
多
く
の
人
々

の
意
識
下
か
ら
消
え
そ
う
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

宮
城
県
内
で
2
7
、6
3
2
人
の
方
々

が
、
不
自
由
な
仮
住
ま
い
の
中
で
お
正
月

を
迎
え
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
震
災
復
興
期
に
あ
る
今
は
、
み
え

ざ
る
社
会
資
源
で
あ
る
「
お
互
い
さ
ま
」

を
活
か
す
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
の
社
会

的
想
像
力
を
研
ぎ
澄
ま
す
時
な
の
で
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
6
年
が
経
ち
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
の
時
に
生
ま
れ
た
子

ど
も
が
、
今
年
の
春
、
小
学
校
に
入
学
し

ま
す
。
震
災
当
時
の
中
学
2
年
生
は
、
成

人
式
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
6
年
と
い
う

の
は
、
こ
の
よ
う
な
時
間
な
の
で
す
。

復
興
事
業
が
進
み
、
被
災
地
で
は
真
新

し
い
住
宅
、
高
層
の
都
会
的
な
集
合
住
宅

が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
災
害
公
営
住

宅
1
4
、0
1
7
戸
及
び
防
災
集
団
移
転

促
進
事
業
等
で
整
備
し
て
い
る
戸
建
住
宅

7
、8
5
5
戸
、
合
わ
せ
て
2
1
、8
7
2

戸
（
当
初
計
画
の
80
%
）
が
新
た
な
場
所

で
の
暮
ら
し
を
始
め
又
は
準
備
し
て
い
ま

す
（
平
成
29
年
3
月
末
見
込
）。

こ
う
し
た
復
興
の
槌
音
が
響
く
中
に
あ

っ
て
、
宮
城
県
内
の
応
急
仮
設
住
宅
で
避

難
生
活
を
し
て
い
る
人
は
1
3
、7
6
2

人
（
6
、5
8
6
戸
）、
見
な
し
仮
設
（
民

間
賃
貸
借
上
住
宅
等
）
が
1
0
、2
2
9

人
（
4
、3
0
0
戸
）、
更
に
は
県
外
で
避

難
生
活
を
し
て
い
る
人
が
3
、6
4
1
人

（
47
都
道
府
県
）、
合
わ
せ
て
2
7
、6
3
2

人
が
、
不
自
由
な
仮
住
ま
い
の
中
で
お
正

月
を
迎
え
て
い
ま
す
（
平
成
28
年
12
月
31

日
現
在
）。
私
た
ち
の
社
会
で
は
、
こ
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
ど
れ
だ
け
の

人
が
意
識
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

人
間
は
、
住
む
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
生

き
て
い
け
な
い
。
住
宅
は
、
雨
や
風
、
寒

さ
暑
さ
を
し
の
ぎ
、
日
々
の
疲
れ
を
癒
や

し
、
安
ら
か
な
睡
眠
の
場
を
提
供
し
、
生

命
の
安
全
と
健
康
を
守
り
、
自
立
と
社
会

参
加
と
暮
ら
し
を
支
え
る
人
間
存
在
の
基

本
的
基
盤
で
す
。
福
祉
と
は
人
間
ら
し
く

生
き
る
社
会
的
条
件
を
つ
く
る
こ
と
で
あ

り
、
住
居
は
そ
の
基
盤
で
す
。
さ
ら
に
、

住
宅
と
街
を
福
祉
資
源
と
捉
え
、
目
に
見

え
な
い
福
祉
資
源
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
あ
げ
、
住
ま
い
と
町
並
み
の
保
全
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
安
定
に

つ
な
が
り
、
安
住
で
き

る
住
宅
と
居
住
地
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
が
福
祉

の
基
礎
と
い
う
認
識
が
必
要
で
す
（
早
川

和
男 

2
0
0
6
）。

こ
の
よ
う
に
、
住
宅
と
居
住
地
（
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
）
の
大
切
さ
が
説
か
れ
て
い
る

中
で
、
被
災
地
で
は
、
こ
の
問
題
に
対
し

て
ど
の
様
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

宮
城
県
の
被
災
者
支
援
の
大
き
な
特
徴

は
、多
く
の
住
民
（
そ
の
多
く
は
被
災
者
）

が
生
活
支
援
員
と
し
て
被
災
者
支
援
に
携

わ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
被
災
か
ら
1
年

後
の
平
成
24
年
3
月
現
在
で
、
被
災
13
市

町
に
9
2
0
人
の
住
民
が
関
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
被
災
か
ら
5
年
経
っ
た
平
成
28
年

4
月
現
在
で
も
、
52
カ
所
の
サ
ポ
ー
ト
拠

点
に
3
3
5
人
も
の
住
民
が
被
災
者
支
援

に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

被
災
か
ら
間
も
な
い
時
期
の
被
災
者
支

援
は
、
仮
設
住
宅
で
の
窮
屈
で
不
自
由
な

生
活
や
被
災
の
現
実
と
向
き
合
い
、
そ
の

重
さ
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
孤

立
感
・
孤
独
感
に
苛
ま
れ
て
い
る
被
災
者

岐
路
に
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

―
震
災
復
興
期
の
み
え
ざ
る
資
本
を
活
か
す
た
め
に
―

東
北
学
院
大
学
　
特
任
教
授
　
本
間
照
雄

特  集

 写真1　気仙沼市南郷住宅写真2　南三陸町滞在型支援員

「
住
宅
」
は
人
が
生
き
る
基
盤

7
年
目
か
ら
の
復
興
に
向
き
合
う

支
え
合
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

被
災
者
支
援
の
変
遷
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③
社
会
福
祉
活
動

支
店
に
よ
っ
て
は
地
域
の
薬
剤
師
や
看

護
師
、
介
護
ヘ
ル
パ
ー
向
け
に
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
講
座
を
開
催
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
保

健
福
祉
事
務
所
や
薬
剤
師
会
の
方
へ
新
し

い
取
り
組
み
に
つ
い
て
相
談
し
た
の
が
き

っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。
今
で
は
他
の
支
店

で
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
方
が
熱

心
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
物
流
セ
ン
タ
ー
が
大
和
町
に
移

転
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
隣
接
す
る

子
会
社
の
株
式
会
社
ベ
ル
サ
ン
ピ
ア
み
や

ぎ
泉
の
敷
地
内
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
地
元
仙
台
を
本
拠
地
に

活
躍
す
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
か
ら
の

サ
イ
ン
ボ
ー
ル
や
限
定
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
が

出
展
さ
れ
、
そ
の
他
に
も
、
社
員
の
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
バ
ザ
ー
品
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
、
復
興
支
援
物
品
販
売
、

体
操
教
室
な
ど
の
体
を
動
か
す
コ
ー
ナ
ー

な
ど
た
く
さ
ん
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
収
益
金
は

地
域
の
小
児
医
療
支
援
の
た
め
に
寄
付
を

し
て
い
る
そ
う
で
す
。「
こ
れ
か
ら
一
番
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
活
動
で
す
」
と
話
す

髙
橋
室
長
か
ら
は
、
地
域
医
療
や
小
児
医

療
の
発
展
と
充
実
を
願
う
気
持
ち
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。

④
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

劇
団
四
季
な
ど
の
文
化
団
体
へ
の
出
資

や
協
賛
、
ま
た
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

や
知
的
発
達
障
害
が
あ
る
方
を
応
援
す
る

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
・
宮

城
」
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど

を
務
め
、
宮
城
県
の
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の

発
展
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
災
害
時
に
一
般
医
薬
品
や
衛

生
用
品
な
ど
の
物
資
供
給
や
、
宿
泊
施
設

な
ど
の
施
設
提
供
を
行
う
協
定
を
県
内
の

各
市
町
村
と
締
結
し
、
地
域
の
安
全
と
安

心
を
担
う
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
貢
献
活
動
か
ら
得
る

一
体
感

「
社
会
貢
献
活
動
は
、
喜
び
を
感
じ
ら
れ

る
活
動
で
す
」
と
髙
橋
室
長
は
話
さ
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
普
段
の
仕
事
で
上
手
く
い

か
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
社
会
貢
献
活

動
を
通
し
て
で
き
た
社
員
同
士
の
繋
が
り

が
助
け
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が

あ
る
そ
う
で
す
。そ
れ
は
、社
員
数
も
多
く
、

各
自
が
普
段
の
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
だ

け
で
は
一
体
感
は
感
じ
に
く
い
の
で
す
が
、

社
会
貢
献
活
動
が
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を

う
ま
く
補
っ
て
く
れ
て
い
る
、
と
に
こ
や

か
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
こ
れ
か

ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
話
す

髙
橋
室
長
か
ら
は
、
企
業
市
民
と
し
て
地

域
へ
の
貢
献
と
会
社
の
活
性
化
を
願
う
気

持
ち
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

企
業
は
社
会
貢
献
活
動
を
通
し
て
、
ま

た
、
企
業
活
動
を
通
し
て
地
域
社
会
と
深

い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
企
業
活
動
を
通

し
て
社
会
を
支
え
、
地
域
を
盛
り
上
げ
、

ま
た
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
た
め
に
社
会

貢
献
活
動
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
の
だ
と
、
今
回
の
取
材
を
通
し
て
感
じ

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
社
会
福
祉

貢
献
活
動
が
行
わ
れ
、
地

域
を
支
え
る
力
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
に
期
待
が
膨

ら
み
ま
す
。

喜びを感じられる活動を
～企業の社会貢献活動～

１９５０年に創設し、企業理念に「ひとびとの健康に奉仕し、健全な社会の育成に貢献する」を掲げ、地域の
ひとびとの健やかな生活のために、豊富な情報力と物流機能を活かした医薬品の流通を通して地域医療を支えて
います。調剤薬局事業や介護事業なども展開し、医療を中心としたサービスの提供を行っています。

今号では、地域に根差し社会との触れ合いを大切にしたいとの思いから、社会貢献活動に熱心に取り組む、株
式会社バイタルネット社長室　髙橋室長に社会貢献活動について、お話を伺ってきました。

Heart
＆

Works
ハート＆ワークス

社
会
貢
献
活
動

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
♡ 

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｔ
ね
っ
と

株
式
会
社
バ
イ
タ
ル
ネ
ッ
ト
で
は
、
社

会
貢
献
活
動
を
「
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
♡
Ｈ
Ｅ
Ａ

Ｒ
Ｔ
ね
っ
と
」
と
名
付
け
、
仙
台
に
あ
る

本
社
と
、
東
北
・
新
潟
を
中
心
と
す
る
支

店
の
全
て
で
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
健
康
産
業
に
関
わ
る
企
業
市

民
と
し
て
、
活
発
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

４
つ
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
環
境
保
全
・
美
化
活
動

１
９
８
９
年
か
ら
続
く
こ
の
清
掃
活
動

は
、
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域

の
方
々
へ
の
お
礼
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

当
初
は
仙
台
市
荒
浜
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
東
日
本
大
震
災
後
は
毎
年
９
月
に

行
わ
れ
て
い
る
「
定
禅
寺
ス
ト
リ
ー
ト
・

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
会
場
の
清
掃

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
回
希
望
者
を

集
い
、
社
員
の
方
の
ご
家
族
も
含
め

１
０
０
名
以
上
が
参
加
す
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
あ
り
、
お
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
活
動

す
る
な
ど
、「
社
員
同
士
の
繋
が
り
の
場
に

も
な
っ
て
い
ま
す
」
と
髙
橋
室
長
は
に
こ

や
か
に
話
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
県
内
外
の

各
支
店
で
も
事
業
所
周
辺
の
草
刈
り
や
公

園
の
清
掃
な
ど
、
環
境
保
全
・
美
化
活
動

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

社
員
の
方
た
ち
が
主
体
的
に
取
り
組
み
、

活
動
に
喜
び
を
感
じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

東
日
本
大
震
災
後
も
活
動
が
続
い
て
い
る

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

②
地
域
文
化
振
興
活
動

地
域
文
化
の
伝
承
を
、
と
の
思
い
か
ら

「
大
崎
八
幡
宮
神
社
・
ど
ん
と
祭
裸
参
り
」

「
青
葉
ま
つ
り　
す
ず
め
踊
り
」
な
ど
の
地

域
行
事
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
と
祭
は
毎
年
参
加
者
を
募
集
す
る

そ
う
で
す
が
、
例
年
早
い
者
勝
ち
に
な
る

ほ
ど
人
気
が
あ
る
そ
う
で
す
。
今
年
も
、

厳
し
い
寒
さ
の
な
か
50
名
以
上
が
御
神
火

を
目
指
し
て
参
拝
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

５
月
の
青
葉
ま
つ
り

が
近
づ
く
と
す
ず
め
踊

り
の
練
習
が
始
ま
り
、

振
り
付
け
や
衣
装
を
メ

ン
バ
ー
で
話
し
合
っ
て

決
め
る
そ
う
で
す
。
当
日
は
「
薬
」
の
文

字
が
は
い
っ
た
衣
装
に
身
を
包
ん
で
す
ず

め
踊
り
を
舞
い
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

今
年
の
青
葉
ま
つ
り
も
参
加
さ
れ
る
予
定

と
の
こ
と
な
の
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

楽
し
み
で
す
ね
。

株式会社　バイタルネット

▲ お揃いのTシャツを着て清掃活動

▲ 元気な踊りで青葉まつりを盛り上げます

▲ 大賑わいのチャリティーマーケット

▲災害協定締結の様子

▲どんと際にて一年の無病息災を祈ります

（
宮
城
県
社
協　
取
材
）
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●�

オ
ー
ル
登
米
市
社
協
で
検
討
を
!!

平
成
17
年
に
9
町
が
合
併
し
た
登
米
市
社
協

で
は
、
大
き
な
組
織
、
広
い
地
域
の
中
で
も
、

そ
の
時
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
事
業
展
開
や
、

職
員
全
体
が
共
通
認
識
の
も
と
取
組
み
を
進
め

る
た
め
、
主
事
・
主
査
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
事

務
事
業
調
査
・
研
究
委
員
会
（
以
下
「
研
究
委

員
会
」）、
支
所
長
・
課
長
・
係
長
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
「
運
営
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
の
内
容
や
推
進
方
法
な
ど
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。
正
規
職
員
は
必
ず
ど
ち
ら

か
の
委
員
会
に
所
属
し
、
研
究
委
員
会
に
よ
り

検
討
さ
れ
た
内
容
は
、
運
営
検
討
委
員
会
や
支

所
長
会
議
、
正
副
会
長
会
議
、
理
事
会
・
評
議

員
会
な
ど
を
通
じ
て
更
に
協
議
さ
れ
事
業
運
営

に
反
映
さ
れ
て
行
き
ま
す
。

●�

断
続
的
な
研
究
・
協
議
か
ら

登
米
市
社
協
が
活
動
を
展
開
す
る
上
で
基
盤

と
な
っ
て
い
る
の
が
、
地
域
住
民
が
安
心
し
た

生
活
を
送
る
た
め
に
、
各
種
機
関
及
び
団
体
と

の
連
携
・
協
力
の
も
と
に
地
域
住
民
主
体
の
福

祉
活
動
推
進
へ
向
け
た
方
向
性
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
「
登
米
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
（
以

下
「
活
動
計
画
」）。
研
究
委
員
会
は
、
現
行
の

活
動
計
画
を
策
定
し
た
際
に
は
地
域
の
意
見
を

ま
と
め
る
中
核
を
担
い
、
計
画
の
推
進
期
間
で

あ
る
現
在
は
、
活
動
計
画
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が

ら
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
や
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容

に
応
じ
、
事
務
事
業
を
“
調
査
・
研
究
”
す
る

場
と
し
て
、
数
値
的
デ
ー
タ
や
日
々
の
気
づ
き

な
ど
を
も
と
に
ニ
ー
ズ
や
現
状
の
調
査
・
分
析
、

方
向
性
や
改
善
点
な
ど
に
つ
い
て
、
定
期
的
に

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●�

住
民
視
点
で
あ
ふ
れ
る
ア
イ
デ
ィ
ア

現
行
の
活
動
計
画
が
策
定
さ
れ
た
平
成
25
年

度
か
ら
の
3
年
間
の
中
で
も
研
究
委
員
会
の
中

で
、
多
く
の
事
業
が
研
究
さ
れ
、
小
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
活
動
推
進
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
社
協
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
見
直
し
、
生
活
資
金
に
関
す
る

手
引
や
チ
ラ
シ
の
作
成
、
地
区
懇
談
会
実
施
な

ど
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
生
活

を
一
番
の
念
頭
に
置
き
、
必
要
に
応
じ
て
、
各

地
区
の
福
祉
関
係
者
で
構
成
さ
れ
る
地
区
委
員

会
か
ら
意
見
を
伺
う
と
と
も
に
、
日
々
、
地
域

住
民
と
近
い
距
離
で
接
し
て
い
る
職
員
の
視
点

で
「
こ
ん
な
人
が
い
た
」「
こ
う
し
て
は
ど
う
か
」

と
、
率
直
に
問
題
点
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合

い
、
地
域
住
民
の
声
を
反
映
し
た
事
業
へ
展
開

す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

●�

“
集
ま
り
”
か
ら
“
生
ま
れ
”“
広
が
る
”

「
こ
れ
か
ら
を
乗
り
切
る
仲
間
と
し
て
、
団
結

し
て
一
つ
ひ
と
つ
の
事
業
を
一
緒
に
考
え
る
機

会
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く

れ
た
の
は
、
本
部
地
域
福
祉
課
　
鎌
田
和
敏
さ

ん
。
研
究
委
員
会
が
始
ま
っ
た
平
成
21
年
度
当

初
は
法
人
運
営
部
門
の
職
員
が
中
心
で
し
た
が
、

調
査
・
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、「
オ
ー
ル
登

米
市
社
協
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
介
護
保

険
事
業
も
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
か
ら
、
事
業

の
垣
根
を
越
え
、
よ
り
多
角
的
な
視
点
で
検
討

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な
事
業
と
し
て
形

に
な
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
で
話
し
合

う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
事
業
の
中
に

共
通
認
識
と
し
て
反
映
さ
れ
る
こ
と
も
大
き
な

成
果
と
言
え
ま
す
。
地
域
の
生
活
課
題
が
多
様

化
し
、
包
括
的
・
柔
軟
な
支
援
体
制
、
ま
ち
づ

く
り
が
増
々
進
め
ら
れ
る
昨

今
、
こ
れ
か
ら
を
担
う
職
員

が
、
地
域
の
声
を
吸
い
上
げ
、

住
民
視
点
で
事
業
を
研
究
・

協
議
す
る
登
米
市
社
協
の
今
後
の
活
動
が
楽
し

み
で
す
。

（
宮
城
県
社
協
　
地
域
福
祉
課
　
取
材
）

市町村
社協の
ここがここがイチオシ!!

・  ・  ・  ・
社
会
構
造
や
個
人
の
価
値
観
が
変
容
し
、
地
域
の
生
活
課
題
が
多
様
化
す
る
中
、

そ
の
時
代
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
職
員
間
に

よ
る
事
務
・
事
業
検
討
を
継
続
的
に
取
り
組
む
登
米
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
登

米
市
社
協
」）
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

登
米
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
け
る
事
業
検
討
の
取
組
み

「
一
人
ひ
と
り
の
力
を
合
わ
せ

み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に
」

キラリ★

仕
事
人

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
福
祉
の
職
場
で
働
く

キ
ラ
リ
☆
と
光
る
人
を
紹
介
し
ま
す

★★

―
現
在
の
お
仕
事
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い

元
々
は
障
害
児
支
援
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た

が
、
高
齢
者
施
設
で
働
く
う
ち
に
高
齢
者
支
援

の
魅
力
に
気
づ
き
、
自
分
に
合
っ
て
い
る
仕
事

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
よ
り
専
門
的
な
知
識
を
学

ぶ
た
め
、
現
場
で
働
き
な
が
ら
介
護
福
祉
士
と

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
取
得
し
、
現
在

は
生
活
相
談
員
と
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
兼
務

し
て
い
ま
す
。
支
援
計
画
を
た
て
る
際
は
、
利

用
者
さ
ま
本
人
や
周
り
の
支
援
者
と
よ
く
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
そ
の
方
の

理
想
の
生
活
に
近
づ
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。―

楽
し
い
と
感
じ
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か

元
々
人
と
接
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
お
話
を

し
て
い
る
時
が
楽
し
い
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、

特
に
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
昔
の
話
を
聞
く
こ

と
が
楽
し
い
で
す
ね
。
例
え
ば
、
本
や
テ
レ
ビ

の
中
で
し
か
知
ら
な
か
っ
た
時
代
の
こ
と
を
、

そ
の
時
を
生
き
抜
い
て
き
た
方
に
直
接
伺
え
る

と
い
う
の
は
と
て
も
貴
重
で
す
し
、
私
自
身
、

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
た
く
さ
ん
知
り
、
学
べ

る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
と
感
じ
ま
す
。
今
ま

で
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
視
点
や
古
い
知
識
に

触
れ
、
心
が
豊
か
に
な
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

―
大
変
だ
と
感
じ
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か

人
材
育
成
に
つ
い
て
は
大
変
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
介
護
福
祉
士
会
な
ど
が
主
催
の
研
修
会

へ
の
参
加
や
、
法
人
内
で
の
研
修
会
に
参
加
し

た
り
、
事
業
所
内
で
の
勉
強
会
を
開
催
す
る
こ

と
で
自
ら
の
資
質
向
上
に
努
め
た
り
、
後
輩
た

ち
の
人
材
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
当
然
な
が

ら
職
員
は
一
人
ひ
と
り
違
う
た
め
、
個
々
に
合

っ
た
指
導
方
法
が
大
切
で
す
。
職
員
の
資
質
向

上
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
法
人
全
体
で
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

―
同
じ
職
業
を
目
指
す
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す

“
興
味
を
も
つ
”
こ
と
が
一
番
大
事
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
是
非
、
い
ろ
い

ろ
な
人
と
関
わ
っ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
場
所
に

行
っ
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
し
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
、

苦
し
い
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
す
る
こ

と
が
人
と
し
て
、
ひ
い
て
は
介
護
に
携
わ
る
人

間
と
し
て
大
き
く
成
長
で
き
る
源
で
あ
り
糧
に

な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
是
非
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
興
味
を
持
ち
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
重
ね
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

★

★

★

★

登米市
社会福祉協議会
人口　80,978

（平成29年1月1日現在）
社協データ
職員数　300人

今号では、社会福祉法人宮城福祉会　特別
養護老人ホーム「松陽苑」で働く高橋典子
さんにお話を伺いました。

平成 17 年に旧登米郡迫
町、登米町、東和町、中
田町、豊 里町、米山町、
石越町、南方町、旧元吉郡津山町の 9 町合併後、支
所ごとに地域性を活かし事業に取り組む。小地域ネッ
トワーク活動をはじめとした地域福祉事業の他、介護
保険事業、障害福祉サービス事業なども展開する。
TEL　0220(21)6310　FAX　0220(21)6320

宮城県

●登米市

・小地域ネットワーク推進ハンドブック
・  民生委員・児童委員向けの生活資金に関する

支援の手引
住民目線で分かりやすさ、使いやすさを大切にし
ています。
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そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
地
の
現
状
か
ら

は
じ
め
に
4
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
皆
さ

ん
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
活
動
や
ご
自
身

の
思
い
等
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
中
島
直
子
氏
（
熊
本
県 

御
船
町
社
会
福

祉
協
議
会
（
以
下
、
社
協
））
か
ら
は
、
昨
年

4
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
つ
い
て
、
度

重
な
る
余
震
に
加
え
、
大
雨
に
よ
り
被
害
が

拡
大
し
混
乱
が
続
く
中
で
、
住
民
の
自
立
を

支
え
る
「
と
も
に
歩
む
姿
勢
」
を
大
切
に
し

た
支
援
活
動
に
つ
い
て
。
黒
柳
茂
雄
氏
（
岩

手
県 

宮
古
市
社
協
）
か
ら
は
、
昨
年
8
月
に

発
生
し
た
台
風
10
号
に
よ
る
大
雨
被
害
に
つ

い
て
、
東
日
本
大
震
災
も
経
験
し
た
住
民
の

思
い
を
受
け
止
め
「
寄
り
添
う
支
援
」
や
地

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
対
す
る
課
題
意

識
な
ど
に
つ
い
て
も
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。渡

辺
日
出
夫
氏
（（
認
定
N
P
O
法
人
）

Aア

ド

ラ

D
R
A 

Jジ
ャ

パ

ン

a
p
a
n
）と
田
端
則
彦
氏（
大

崎
市
社
協
）
か
ら
は
、
平
成
27
年
9
月
に
発

生
し
た
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
、

渡
辺
氏
は
N
P
O
の
お
立
場
か
ら
、
常
総
市

に
お
け
る
関
係
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
に
注
力
し
、個
々
の
強
み
を
活
か
し
た
「
面

で
の
支
援
」
を
目
指
し
た
支
援
活
動
の
展
開

に
つ
い
て
、
田
端
氏
か
ら
は
大
崎
市
に
お
け

る
、「
福
祉
型
の
災
害
V
C
」
を
目
指
し
福
祉

専
門
職
の
力
を
活
か
し
た
丁
寧
な
訪
問
活
動

の
展
開
に
つ
い
て
、
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

「
生
き
る
」「
活
き
る
」
に
寄
り
添
う
支
援

後
半
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
山
下
弘

彦
氏
（
鳥
取
県 

日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
の
進
行
に
よ
り
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
全
壊
の
住
宅
で
は

な
く
庭
の
片
付
け
の
依
頼
や
地
域
で
大
切
に

し
て
い
る
祠
の
修
復
の
依
頼
と
い
っ
た
、
実

際
に
対
応
に
悩
ん
だ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
と
に
、

依
頼
項
目
だ
け
を
み
て
「
で
き
る
」「
で
き
な

い
」
と
線
引
き
を
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

人
そ
の
人
の
背
景
や
抱
え
る
思
い
、
生
き
が

い
等
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
対
応
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
人
の
次
の
一
歩
に
つ
な
が
る
こ

と
。
そ
の
人
が
「
活
き
る
」
た
め
に
何
が
必

要
な
の
か
を
共
に
考
え
、
寄
り
添
う
こ
と
の

大
切
さ
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
可
能
性

最
後
に
山
下
氏
よ
り
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
可
能
性
」
と
は
、“
多
様
な
活
動
メ
ニ
ュ

ー
”
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、「
作
業
」
を

通
し
て
本
人
が
「
頑
張
っ
て
生
き
て
い
こ
う
」

と
思
え
る
た
め
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
住
民
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
行
政
・
社
協
・

N
P
O
や
N
G
O
な
ど
、

関
わ
る
人
た
ち
が
一
緒
に

話
し
合
い
、
皆
で
何
が
必

要
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
で

き
る
こ
と
や
力
を
出
し
あ
っ
て
い
く
こ
と
、

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
関
係
性
を
築
い
て
い
く

こ
と
が
大
切
と
の
総
括
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

世
の
中
の
認
識
や
関
心
が
高
ま
る
こ
と
で
、

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
い
う

も
の
も
広
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
、

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
」
の
枠
に

閉
じ
込
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
、

そ
の
災
害
、そ
の
地
域
、そ
の
人
に
寄
り
添
い
、

ど
の
よ
う
に
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
け
た
ら

い
い
の
か
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
し
た
。

平
成
29
年
1
月
27
日
に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
近
年
日
本
各
地
で
発
生

し
た
災
害
の
支
援
活
動
に
従
事
さ
れ
て
き
た
方
々
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
災
害
で
の
時
間
の
経
過
・
段
階
に
応
じ
た
被
災
者
支
援
活
動
の
移

り
変
り
や
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
多
様
性
に
つ
い
て
お
話
を

い
た
だ
き
、「
自
発
的
で
多
種
多
彩
な
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
重
要

性
」
に
つ
い
て
参
加
者
と
と
も
に
確
認
し
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て

ご
登
壇
い
た
だ
い
た
5
名
の
方
々
か
ら
お
話
い
た
だ
い
た
内
容
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

みやぎボランティア総合センターからボランティア活動や
防災活動、福祉教育などさまざまな情報を発信します

つ・な・ぐ
ちいきを

平
成
28
年
度 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
可
能
性

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
、よ
り
広
く
・
長
く
活
か
し
て
い
く
た
め
に
～

今
回
は
、
松
島
の
瑞
巌
寺
や
円
通
院
な
ど

で
英
語
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る
瀬
野
尾
千
恵

さ
ん
（
69
歳
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

釜
石
市
出
身
の
瀬
野
尾
さ
ん
は
、
岩
手
の

大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
横
浜
市
戸
塚
区
の
日

立
製
作
所
に
入
社
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
横

浜
市
の
小
学
校
教
員
と
な
り
、
副
校
長
、
横

浜
市
教
育
委
員
会
を
経
て
校
長
を
務
め
ま
し

た
。
校
長
の
在
籍
中
に
関
係
者
の
薦
め
で
、

ド
イ
ツ
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
日
本
人
学
校

の
校
長
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
派
遣
に
は
夫
婦
同
伴
が
条
件
で
、

当
時
日
立
製
作
所
に
勤
務
し
て
い
た
ご
主
人

は
退
職
を
決
断
し
、
瀬
野
尾
さ
ん
の
渡
独
を

後
押
し
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
ド
イ
ツ
に

は
2
0
0
2
年
か
ら
2
0
0
4
年
ま
で
滞
在

し
ま
し
た
が
、
帰
国
後
に
校
長
を
5
年
間
務

め
て
退
職
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
「
社
会
に
何
か

貢
献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」

と
考
え
、
居
住
地
の
藤
沢
市

で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
委
員

と
し
て
町
内
会
や
子
供
会
活

動
な
ど
に
尽
力
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
24
年
11

月
、
松
島
で
ひ
と
り
住
ま
い

を
し
て
い
る
ご
主
人
の
母
親

の
身
の
回
り
の
世
話
を
考
え

て
松
島
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
同
居
し

な
が
ら
、
瀬
野
尾
さ
ん
は
い
つ
も
「
社
会
に

何
か
貢
献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
松
島
町
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
の
広
告
を
み
て
応
募
し
、
松

島
中
学
校
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
や
放
課
後
学

習
支
援
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

活
動
の
実
績
が
認
め
ら
れ
て
松
島
町
の
教
育

委
員
に
も
就
任
し
ま
し
た
。

大
学
や
渡
独
を
経
て
も
と
も
と
ド
イ
ツ
語

や
英
語
に
堪
能
な
瀬
野
尾
さ
ん
で
す
が
、
松

島
町
の
観
光
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
、現
在
ま
で
「
善
意
通
訳
者
の
会
」
に
属
し
、

瑞
巌
寺
や
円
通
院
な
ど
で
英
語
ガ
イ
ド
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
は
、
年
間
を
通
じ
て

月
2
回
、
主
に
日
曜
日
や
祝
祭
日
に
実
施
し

て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
海
軍
（
王
城
寺
原
の

演
習
場
で
訓
練
を
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
海

軍
　
写
真
）
の
案
内
や
秋
保
で
行
わ
れ
た
国

際
会
議
の
関
係
者
の
外
国
人
観
光
客
の
ガ

イ
ド
で
も
貢
献
し
ま
し
た
。

瀬
野
尾
さ
ん
は
、
い
き
い
き
学
園
石
巻
校

の
第
19
期
生
（
平
成
27
年
3
月
卒
業
）
で
も

あ
り
ま
す
。
松
島
町
に
引
っ
越
し
て
き
た
と

き
に
、
同
学
園
の
「
ま
ち
づ

く
り
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
と

い
う
募
集
広
告
を
み
て
応
募

し
た
そ
う
で
す
。
当
時
教
育

委
員
や
英
語
ガ
イ
ド
の
業
務

も
あ
っ
て
両
立
は
中
々
大
変

だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
学
園

生
活
で
知
り
合
え
た
友
人
た

ち
と
は
今
で
も
い
ろ
ん
な
行

事
を
通
じ
て
絆
を
深
め
て
い

る
よ
う
で
す
。

宮
城
い
き
い
き

シ
ニ
ア
だ
よ
り

県
内
に
お
住
ま
い
の

元
気
シ
ニ
ア
を
紹
介
し
ま
す
！

相談

Q
&
A

み
や
ぎ
地
域
福
祉
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
愛
称
：『
ま
も
り
ー
ぶ
』）
で
は
、
日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
（
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
援
助
事
業
）
を
宮
城
県
内
（
仙
台

市
内
を
除
く
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ   

事
業
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ   

認
知
症
の
方
や
障
害
（
知
的
・
精
神
）
の
あ

る
方
（『
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
』）
を
対

象
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
対
す
る
情

報
提
供
や
日
常
的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
行
い
、
地
域
の
中
で
安
心
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
地
元
市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
と
県
社
協
が
協
力
し
て
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
ご
本
人
の
状
況
変
化
等
は
、
他

関
係
者
と
も
共
有
や
連
携
を
行
わ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。

Ｑ   

具
体
的
な
支
援
は
ど
う
い
っ
た
も
の
で
す
か
？

Ａ   

専
門
員
が
作
成
し
た
支
援
計
画
に
基
づ
き
、

生
活
支
援
員
が
自
宅
な
ど
を
定
期
訪
問
し
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
適
切
に
図
ら
れ
る

よ
う
相
談
・
助
言
・
見
守
り
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
日
常
的
な
範
囲
に
お
い
て
、
必
要
な

預
貯
金
の
入
出
金
や
公
共
料
金
等
の
支
払

い
な
ど
を
行
い
ま
す
。
特
に
『
見
守
り
』
を

事
業
の
特
徴
と
し
て
お
り
、
日
常
生
活
変
化

の
察
知
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

＊ 

ご
本
人
と
の
『
利
用
契
約
』
の
た
め
、
支
援

内
容
に
つ
い
て
の
ご
理
解
が
必
要
で
す
。
契

約
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
（『
判
断
能
力
を
欠

く
』）
や
日
常
生
活
の
範
囲
を
超
え
る
財
産
分

与
や
家
屋
処
分
等
の
法
律
行
為
が
伴
う
場
合

は
、
成
年
後
見
制
度
な
ど
を
利
用
い
た
だ
く

よ
う
に
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

Ｑ   

利
用
に
関
す
る
窓
口
は
ど
こ
で
す
か
？

Ａ   

圏
域
毎
の
地
域
福
祉
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

専
門
員
が
常
駐
し
て
お
り
ま
す
。

仙
南　
☎
０
２
２
４
（
８
６
）
３
８
１
１

仙
台　
☎
０
２
２
（
２
１
２
）
３
３
８
８

大
崎　
☎
０
２
２
９
（
２
５
）
３
０
３
２

栗
原　
☎
０
２
２
８
（
２
１
）
２
２
４
５

登
米　
☎
０
２
２
０
（
２
１
）
５
３
８
０

石
巻　
☎
０
２
２
５
（
９
６
）
２
５
３
１

気
仙
沼
・
南
三
陸

　
　
　
☎
０
２
２
６
（
２
３
）
１
１
８
２

＊ 

利
用
手
続
き
や
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
窓

口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お変わり
ございませんか？
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情報掲示板

INFORMATION
温かい真心をありがとうございます

宮
城
県
最
東
南
に
位
置
し
、
海
と
山
の
自

然
に
恵
ま
れ
た
温
暖
な
山
元
町
は
、
元
々
地

域
の
繋
が
り
が
密
で
、
住
民
同
士
の
助
け
合

い
も
自
然
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

津
波
被
害
が
大
き
か
っ
た
沿
岸
部
や
町
営
住

宅
、
分
譲
宅
地
が
整
備
さ
れ
た
新
市
街
地
な

ど
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
全
体
で
も
人
口

の
流
出
や
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
山
元
町
社
協
は
地
域
の
支
え
合
い
の
強

化
と
担
い
手
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。社

協
が
運
営
す
る
山
元
町
訪
問
介
護
事
業

所
（
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
も
、
自
分

た
ち
が
地
域
で
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
今
年

度
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
、
介
護

保
険
対
象
外
等
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
住

民
の
力
を
活
用
し
た
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
た
め「
地
域
互
助
活
動
支
援
事
業
～
愛
称：

輪
互
（
り
ん
ご
）
の
会
～
」
を
事
業
所
の
空

き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
日
常
生
活
で
買
い
物
や
家
事

な
ど
不
便
な
こ
と
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
方

（
利
用
会
員
）
を
手
助
け
で
き
る
地
域
住
民

（
協
力
会
員
）
が
支
援
す
る
有
償
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

実
際
の
活
動
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
町
内

の
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
も
協
力
会
員
登

録
の
お
願
い
を
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
趣
旨

に
は
賛
同
い
た
だ
く
も
の
の
、
個
人
の
お
宅

へ
行
く
こ
と
へ
の
不
安
な
ど
か
ら
登
録
が
進

み
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
状
況
を
打
破
し
た

の
が
、輪
互（
り
ん
ご
）の
会
か
ら
派
生
し
た
、

「
ア
ッ
プ
ル
サ
ロ
ン
」
で
す
。
こ
の
「
ア
ッ

プ
ル
サ
ロ
ン
」
は
毎
週
水
曜
日
に
開
催
し
、

地
域
住
民
の
交
流
場
で
あ
り
、
居
場
所
と
し

て
誰
も
が
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
心
が
あ
る
方
々
に
肩
に
力
を
入

れ
ず
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
気
軽
に
で
き
る

も
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
実
体
験
し
て
も
ら

う
場
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
方

に
は
「
何
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
た
が
、
や
っ
と
見
つ
か
り
ま
し
た
」

と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
体

験
で
自
信
を
つ
け
た
方
の
中
か
ら
、輪
互
（
り

ん
ご
）
の
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
し
て
い

た
だ
く
方
が
増
え
、
目
標
の
会
員
数
に
達
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
て
が
手
探
り
で
、
時
に
は
協
力
者
に
背

中
を
押
さ
れ
な
が
ら
始
ま
っ
た
「
地
域
互
助

活
動
支
援
事
業
～
輪
互
（
り
ん
ご
）
の
会
～
」

そ
し
て
「
ア
ッ
プ
ル
サ
ロ
ン
」。
こ
れ
ら
の

活
動
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
軌
道
に
の
せ

て
い
く
段
階
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
住
民
主

体
の
活
動
と
い
う
こ
と
で
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な

サ
ー
ビ
ス
で
は
対
応
で
き
な
い
様
々
な
ケ
ー

ス
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い

く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
に
合

わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
支
援
を
作
っ
て

い
く
た
め
に
も
、
調
整
役
で
あ
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、
個
別
支
援
と
地
域
支
援
の
両

方
の
視
野
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
う

し
た
中
で
専
門
的
な
知
識
を
日
々
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
し
て
い
き
な
が
ら
、
地
域
の
「
助
け
ら

れ
上
手
、
助
け
上
手
」
を
つ
く
る
仕
組
み
づ

く
り
の
一
端
を
担
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
人
で
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の

最
後
ま
で
続
け
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
寄
稿
）

復
興 

宮
城
の 

い
ま

“
助
け
ら
れ
上
手
”“
助
け
上
手
”
に
よ
る
地
域
の
支
え
合
い
と

住
民
主
体
の
多
様
な
支
援
を
目
指
し
て

山
元
町
社
会
福
祉
協
議
会

▲ 麻雀とお茶のみ…アップルサロンはボランティアと参加者の区別のな
い、自由な活動と交流の場です。

▲ 株式会社河北新報社さまより目録をいただきました

▲ ボランティアが講師になって
陶芸体験。

▲ 輪互（りんご）の会のシンボル
マーク

お問合せお問合せ
社会福祉法人宮城県社会福祉協議会 TEL022－225－8476
三井住友海上火災保険株式会社 TEL022－221－3171
株式会社オンワード･マエノ TEL022－762－9915

宮城県内の福祉施設・介護事業者向けの総合補償制度

宮城県地域福祉総合補償制度

ポイント1 社会福祉協議会
の会員である社会
福祉施設、介護
サービス事業者が
加入できます。

ポイント2
地元宮城県で加入手続き・事
故対応・その他アフターフォロ
ーを行いますので安心です。

ポイント3
団体制度のため、有利な
団体割引が適用されてお
ります。（一部適用外）

※この制度の各補償は宮城県
社会福祉協議会が保険会社
と締結した保険約款により
行います。

本制度は事故対応はもちろん、事務手続きなどのアフターフォローは全て
地元で行いますので安心です。是非ご加入をご検討ください。

（Ⅰ）福祉事業者賠償責任保険 （Ⅱ）保育施設賠償責任保険　
（Ⅲ）医療行為賠償責任保険 （Ⅳ）個人情報漏えい保険　
（Ⅴ）業務災害補償保険 （Ⅵ）サービス利用者傷害見舞金保険
（Ⅶ）送迎自動車傷害保険 （Ⅷ）日帰りサービス利用者傷害保険

★更新の時期です！ 平成29年制度への切替の時期です。早めのお手続きをお願いいたします。

地元で
安心

29年度新設！　◆役員賠償責任保険（社会福祉法人専用プラン）29年法施行対応版

下記の方々から、本会に寄附金をいただきました。温かい

真心に感謝申し上げます。(平成29年2月21日現在)

●平成28年12月15日　　株式会社ブリッジさまより

　社会福祉事業のために………………………… 52,893円

●平成28年12月21日　　

　法人のために………………………………… 100,000円

●…平成28年12月22日　ＪＸエネルギー労働組合東北支

部さまより

　施設のために………………………………………3,000円

●平成29…年1月16日　株式会社ブリッジさまより

　社会福祉事業のために………………………… 57,846円

●平成29年1月31日　株式会社河北新報社さまより

　社会福祉事業のために……………………… 260,270円

　交通海難労災遺児のために………………… 355,760円

●平成29年2月14日　株式会社ブリッジさまより

　社会福祉事業のために………………………… 66,700円

会員の募集について
本会では活動の趣旨に賛同いただいき、地域福祉の推進に
ご協力いただける団体または個人の会員を募集しています。

［会員区分］
◯第二種会員（社会福祉施設）
◯第三種会員（社会福祉関係団体）
◯賛助会員（団体及び個人、一口1万円から受け付けています）

［お問合せ］
宮城県社会福祉協議会　企画・財務課

［電話番号］　022（263）0949
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